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　2011 年度の打ち合わせ会議は「第 4 回研究会」として、5 月 21 日（土）に
おこなった。2010 年度の研究活動は、研究会が 2 回、シンポジウムが 1 回、
























　2010 年度は「研究会」と位置づけた催しが 2 回であったので、2011 年度研
究会の初回は第 3 回研究会となる。第 3 回研究会は「民俗と信仰」をテーマに、



















づけた。さらに、明治 10 年代初頭の香頂の中国布教、明治 20 年代初めの蒼龍
のハワイ布教、明治 30 年代以降に本格的に着手された光瑞のアジア布教の具










































































































































































































































　2011 年 5 月 5 日、メンバーの鈴村裕輔がハワイ・オアフ島のハワイ・コ
ンベンション・センターで開催された Joint Conference of the Association 
for Asian Studies and International Convention of Asia Scholars におい
て、“Concept of kami in Japanese Animation and Comic: Late 20th Century 
Japanese Thought and Popular Culture” と題して発表を行った。発表の趣旨
は、神道における神の概念が 20 世紀後半の日本のアニメーションや大衆文化
にどのような形で現れたか、というものであった。
　また 2011 年 7 月 5 日（火）から 7 月 7 日（木）まで、メンバーの鈴村裕
輔がマレーシア北部のアロスターに所在するマレーシア教育省の研究機関で
ある国立教育マネジメント・リーダーシップ研究所（IAB）北部支所におい
て開催された The 2nd Regional Conference on Educational Leadership and 
Management (RCELAM 2011) で、“Influence of Education on Democratic 














































　今年度は四つの研究会を開催した。その最初の二つは、5 月 20 日・21 日及
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　三回目の研究会は、2011 年 10 月 21 日にロンドン大学インペリアルカレッ
ジ名誉教授のロナルド・ドーア（Ronald Philip Dore）先生を講師にお招きし
て「特別研究会」として開催した。
















































































における岡正雄」との共催で、2012 年 3 月 10 日・11 日の二日間にわたって国
際シンポジウム「岡正雄―日本民族学の草分け」を法政大学市ケ谷キャンパ
ス ボアソナード・タワー 26 階スカイホールで開催した。ドイツから 3 名、オー








ヴィーン歴史民族学派の W. シュミット（P. Wilhelm Schmidt）、W. コッパス（P. 
Wilhelm Koppers）、R．ハイネ・ゲルデルン（Robert von Heine-Geldern）に
師事。1933（昭和 8）年、Kulturschichten in Alt-Japan（『古日本の文化層』）で



























































































毎月 1 回の研究会を 10 年間継続して開催し、各分野を俯瞰した最新の研究成
果として発表された研究論文を、読者の便宜をも考慮して歴史的な変遷を中
心に編集している叢書である。刊行にあたっては、南開大学世界近現代化進
程研究哲学社会科学創新基地（985 プロジェクト第 2 期）による助成を受けた
という。
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　叢書の各巻構成が以下のとおりである。























































































































































































































































































2010 年では 10 巻本の『日本現代化歴程研究』を中国の世界知識出版社から刊


































































進展が内外の状況変化に応じて大きく四つのプロセス（1950 ～ 60 年代「平和



































































































大学、2011 年 9 月
・	『第四届「東方外交史」論文集（下）』中国・西南大学、2011 年 10 月
・	『地域研究としての日本学―学際的な視点から』中国・四川外国語学院、
2011 年 10 月
・	『中国の公共外交』三和書籍、2011 年 12 月
・	『辛亥革命と中国人留学生』法政大学、2011 年 11 月
・	国際日本学研究叢書 15『地域研究のための日本研究　中国、東アジアにお
ける人文交流を中心に』法政大学国際日本学研究所、2012 年 3 月
2．中国語
・	『留学と辛亥革命・第二回中国留学文化国際学術研究会論文集』欧米同学会・
中国留学聯誼会・澳門基金会、2011 年 8 月
・	『西南地域における日本学の構築―日本学研究の方法論と実践を中心に』重
慶出版社、2011 年 8 月
・	『辛亥革命と世界・記念辛亥革命百周年国際学術討論会論文集』北京大学、
2011 年 10 月
3．英語
・	 “The	 East	 Asian	 Cultural	 Research	 Team	 of	 the	 Research	 Center	 for	
04-3研究アプローチ3_10号.indd   219 13/03/21   11:56
220 活動報告
International	 Japanese	 Studies	 at	 Hosei	 University（法政大学国际日本学































































（1）	法政大学シンポジウム「日本の国家アイデンティティの形成と ‘ 土着性 ’
の問題」
月　日：2011 年 10 月 2 日（日）
会　場：法政大学市ケ谷キャンパス	ボアソナード・タワー26階	スカイホール
共　催：このシンポジウムは「アジア・フランコフォン大学」（9 月 29 日～
10 月 1 日：日仏会館）への協賛企画としてフランス大使館との共
催で、またパリ INALCO、中央大学からの協力を得て開催された。
（2）アルザスシンポジウム「日本のアイデンティティを＜象徴＞するもの」






















日　時：2011 年 11 月 25 日（金）17：00 ～ 19：00
会　場：法政大学市ケ谷キャンパス58年館2階	国際日本学研究所セミナー室
司　会：安孫子　信（法政大学国際日本学研究所所長、文学部教授）
（3）第 3 回勉強会「20 世紀前半ドイツにおける日本文学と日本神話の受容に
ついて」
報告者：ユディット・アロカイ（ハイデルベルク大学日本語学科教授）



























































































































































































































枠として ‘ 中国と比べて日本は ’ といった仕方でそれを行うことが歴史的に繰

































































































まま典籍毎にまとめることのできる PDF ファイル群に変換して 2009 年中に
法政大学図書館サーバー内に設置されたリポジトリに移管済みである。
　なお能楽研究所所蔵資料については、冒頭部画像付き目録データベースも
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